
 

- 1 - 

 

平成 30 年度 DV対策事業 
 

事 業 報 告 書（HP公開用） 

 

【児童生徒の性の課題～デートＤＶから考える～】 
 

日時 平成 30 年 8月 7日（火）13：30～15：00 

対象 養護教諭（小学校、中学校、高等学校） 

講師 矢野 恵美氏（琉球大学大学院法務研究科教授） 

会場 沖縄県立総合教育センター 本館 3 階 第 2研修室 

参加数 23名 

講演 

内容 

（概要） 

琉球大学教授の矢野恵美氏が「児童生徒の性の課題～デートＤＶから考える～」をテーマに、

養護教諭の方々を対象に講義を行った。 

はじめに、ＤＶとデートＤＶの現状と特徴を悦明。DV とは「個人的に親密な関係の中で繰り

返し行われる暴力」で、親密な関係や家庭内（人が安らぐ場所）で暴力が行われると、人は逃げ

場がなくなることを強調。また、女性から男性、同性カップル等、性別を問わないことを説明

し、先生方が相談を受けた場合には、「彼氏？彼女？」と特定せず、まずは「話を聴く事が大

切」と性の多様性に触れながら解説した。 

次に、ＤＶ行為そのものを直接取り締まる法律がない問題点に触れながら、「ＤＶ防止法」「ス

トーカー規制法」「リベンジポルノ被害防止法」などの解説を丁寧に行った。 

最後に「DVの背景にあるものとして『性別役割分担意識』がある」ことを挙げ、内閣府の調

査データなどをもとに社会における男女の現状や世界のジャンダー・ギャップ指数などを解説し

た。そこで大人の価値観が子供へ影響している問題を指摘。生徒の多感な時期に接する先生方に

は特に意識していただき、社会から暴力をなくすことが重要だと伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料項目】 DV とは？DVの特徴は？ ／他の暴力と何が違うのか ／デートDVとは ／

参考：児童虐待防止法 ／確認 ／注意 ／DV の現状 ／デート DV の経験時期 ／DV の種

類 ／身体的暴行（暴力） ／心理的攻撃（精神的暴力） ／経済的圧迫（経済的暴力） ／性

的強要（性的暴力） ／忘れないでください！ ／法律にできること ／知っておいて頂きたい

こと ／DVは別れたいと思った時が危険 ／裁判員裁判で初めて未成年者に死刑「石巻3 人殺

傷事件」 ／DV防止法 ／日本のDV防止法の問題点 ／ストーカー規制法 ／リベンジポル

ノ被害防止法 ／インターネットの普及による被害の深刻化 ／DV の背景にあるもの「性別役

割分担意識」 ／女性に対する暴力 ／デートDV に関して ／メディアにも責任がある ／学

校では ／なぜ日本のノーベル賞受賞者には女性がいないのか ／男女間格差の国際比較 ／沖

縄では ／男女別名簿の問題 ／現在でも… ／さらに知って頂きたいこと ／誰もが知ってい

るセクシャリティ ／ご自身のことを考えてください ／例えば…LGBTとは ／私たちにでき

ること ／DV の相談先 ／デートDVの相談先 ／相談者を受ける側の難しさ ／児童虐待防

止法 ／まとめ 

 

参加者 ・分かりやすい講話ありがとうごいざました。DV に関しても、子ども達に教えることは早すぎ
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の声 るということはなく正しい知識を教えるということの重要性を実感しました。ありがとうござ

いました。 

・大人の世界が、子ども達が DV をおこしやすいような状態にしていることがわかりました。私

たち大人がしっかりと男女平等という姿勢をこども達に示していきたいと思います。また、DV

で悩んでいる子には、ねばり強く接していきたいと思いました。 

・デート DV の被害にあっている子どもに対して親があまり真剣にとりあってくれないケースも

あり、対応に苦慮することもありますが、外部機関と連携ししっかり向き合っていきたいです。 

・法律の事も聞けて良かったです。（法律の部分に弱いので、聞けて良かったです）デートDV に

ついては、学校でも起きている事なので、情報や知識を多く伝えていきたいと思います。 

・デートDV、DVについて法律の観点から学ぶことができました。大人の価値観が子ども達に影

響を与えていることを改めて感じ、私たち大人が正しい知識を持ち、子ども達に伝えていくこ

とがとても大切だと感じました。 

・大人の意識が子どもの意識にすりこみでうえつけていたことに愕然としました。子ども対象に

指導をしている私たちがもっと危機感をもって情報収集し、私自身の意識変革をしなければと

思いました。大きな気づきをありがとうございます。 

主催 沖縄県・公益財団法人おきなわ女性財団 

 
 


